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格子上の場の理論は可算有限自由度の量子力学と等価であるため，連続の場の理論と比べて数
学的に厳密に定義されており，また数値計算に基づく格子 QCDは現実の物理を高精度に再現し
ている．一方でグラフ理論は点と線で構成されるグラフに関する数学の理論であり，とりわけグ
ラフから得られる行列はグラフが持つ不変量を内包している．
一見異なる両分野であるが，格子をグラフとして捉えることで格子上の場の理論をグラフ理論
の視点から再定義することが可能となる．格子フェルミオンにおいて no-go定理から複数の自由
度 (species)が出現するという問題が存在するが，グラフ理論に基づくとこの問題に対して非自明
な結果が得られる．その非自明な結果とは，speciesの最大個数はグラフのトポロジーに依存する
という結果である．本発表ではグラフ理論としての格子フェルミオンの再定義を行い，前述した
非自明な結果を定式化した定理とその証明について言及する．
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図 1 格子に対応するグラフから lattice fermion actionと speciesの個数を導出する過程を模した図．


